
 
Ⅲ.ゾーニング 

 

49 

 
 
 

 

 

 

 

 

Ⅲ. ゾーニング 



 
Ⅲ.ゾーニング 

 

50 

Ⅲ. ゾーニング 

３.１ ゾーニング 

 

①個別メニューを展開するエリアの検討 

公園の敷地状況と、前項までに整理した個別メニューの展開上必要となる空間条件を重

ね合わせ、個別メニューを展開していくエリアを検討した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

取り組みの4つの視点と
個別メニュー 

 
 

 
必要となる空間 

1）子どもから高齢者までみんなに楽しく親しまれる 

①快適な環境の中で健康づ
くりスポ－ツやレクリエ
ーションを楽しむ 

→広い平坦地 
→児童総合センター周辺
→園路広場等（図示略）

②にぎわいのある公園の中
で、世代間での交流を深め

る 

→入口からアクセスしや
すい広々とした芝生

空間や広場 

③地域の伝統文化にふれ、楽

しむ 

→日本庭園 

④地域の魅力ある資源、イベ
ントや情報にふれ、楽しむ

→公園エントランス周辺
及びフィールド全域 

⑤博覧会の成果や最新技術
を楽しく学び、活かす 

→人が集まりやすい 
 公園の中心部の空間 

2）環境と共生し環境学習活動の拠点とする 

①生活環境系、自然環境系を

合わせた総合的な環境学
習活動の拠点として楽し
く学び、体験し、実践につ

なげる 

→人が集まりやすい 

 公園の中心部の空間 
→樹林地、ため池、園路
広場等の環境学習フ

ィールド 

②環境負荷軽減に配慮する →園路広場等（図示略）
→東部丘陵線側の駐車場

③緑の育成と保全を図る 
 

→既存樹林地、植栽地 

3）広域的な防災活動拠点とする 

 
①中核広域防災活動拠点と
して必要となる機能を整

備する 
 
②防災体験・教育の場づくり

 

 
→防災支援活動拠点とな
る広い平坦地 

 
→駐車場、園路 
 

 

4）県民の参加・協働によりみんなで公園を育てる  

①県民と行政のパートナー
シップによる公園管理運
営への取り組みを推進す

る  
②県民との協働による各種
プログラムを実践する 

③県民との協働の情報発信
等により、県民の参加意欲
を醸成する 

 
→公園エントランス及び
各エリアへのアクセ

スが良好な公園の全
体管理に適した空間 

→協働プログラム等の実

践空間 
→フィールド全域 

保全エリア 

まとまり

のある広
い平坦地 東部丘陵線

駅と隣設す
る公園の北
エントラン
ス 

西エント

ランス 

児童総合セ
ンター、児童
年記念館と
の連携が望
まれるエリ
ア 

人が集まり

やすい公園
中心部 

公園両入口
の間にある、
大きな芝生
スペースと
水辺空間 

  凡   例 

博覧会前整備区域 

博覧会会場施設撤去後
のオープンスペース 

公園出入口 

    林床花園 

   日本庭園 

    親林楽園 

 

南部樹林地 

敷地状況 個別メニューを展開するエリア

展開エリア 

まとまりの
ある広い水
辺空間 
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②ゾーニング 

公園のゾーニング（空間構成）は、以下の図に示すとおりである。また、各エリアの性

格と主な利用イメージを、次頁に示した。 

 

■ゾ－ニング図 
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■ 各エリアの性格と利用イメ－ジ 
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Ⅳ. 整備内容 

 

４．１ 各ゾ－ンのソフト展開 

 

①公園全体で一貫性のあるソフト展開 

公園が一定の目標に向かって成長できるよう、園内で展開されるソフトプログラムにつ

いて、整備・活用の方針から導かれる共通テーマを設定する。本公園が目指すのは「サス

ティナブル・パーク」であり、テーマとしては、「環境と健康」「参加と交流」の２大テー

マでの展開が考えられる。 

 「環境と健康」は、互いにリンクした深い関係にあり、豊かな県民生活実現には不可欠

なものである。また「参加と交流」は、博覧会の成果そのものであり、県民と共に成長・

進化し続ける公園づくり推進の最大の原動力となるものである。 

 

②共通テ－マに基づいた運営プログラム例 

 園内で展開されるソフトプログラムは、公園管理運営の中心となるマネジメント会議に

て全体統括し、エリア毎で共通テ－マに基づいた様々なプログラムを実践していく。 

 各プログラムの企画、運営は、基盤づくり期においては行政や専門家のアドバイスが必

要であるが、将来期にはＮＰＯやボランティア団体等の県民主体型の取り組みにより進め

ていくものとする。そして、公園整備については、これらのプログラム運営に必要となる

機能や規模を備えた施設整備を図るものとする。 

 各ゾ－ンにおいて、上記の２大テ－マに沿った、整備・活用の目標の実現への取り組み

につながる運営プログラム例を検討した。（次表及びＰ.57～Ｐ.58 参照） 

 なお、これらのソフトプログラムは、活動の展開や種類に応じて、公園内から公園外へ

も広がりを持つものである。 
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■共通テ－マに基づいたプログラムの方針及び運営プログラム例 
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③県民参加形態の区分 

 本公園では、県民の参加・協働によりみんなで公園を育てていくため、公園整備・活用

の各段階において、県民の参加を図っていく。 

 公園づくりにおいては、県民の関わるレベルに応じて県民参加の形態が区分される。（下

表参照）本公園では、各エリアの性格や利用イメ－ジに応じて県民参加のレベルを検討し、

利用イメ－ジから導かれる施設や広場ごとに県民参加形態の区分を設定した。 

（Ｐ.57～Ｐ.58 参照） 

この県民参加形態の区分設定は、今後の公園整備や管理運営の展開や公園マネジメント 

会議の成熟度などに応じて随時見直しを行い、公園全体において高いレベルでの県民参加

の実現を目指していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以下の文献を参考に作成 

・後藤和夫(2004): ボランティアによるランドスケープマネージメント、緑の読本シリーズ 69     

  ・山岡義典(2003):協働の土台としての市民参加の重要性、都市問題研究 55巻 

・アーンスタイン「参加の梯子」論 (Arnstein s Ladder of Citizen Participation)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‘ 

  ■県民参加形態の区分内容 

★施設づくリ 
         
 
★ソフト企画 
 
 
★ソフト運営 
管理 

 
★維持管理 

県民参加形態 

各プログラムへ

の受動的参加 
行政により設けられた場に受動的に参加する 

行政【主体】＞市民 県民参加 

各プログラムへ

の能動的参加 
行政により設けられた場に目的を持って、場づくりや運

営など各プロセスの場面に能動的に関わり提案する 
行政【主体】≧市民 

県民参画 

公園マネジメント

体制への参画 
各プログラムの

企画・運営・参加

パ－トナ－シップに基づき企画から実行まで、 
行政と市民が役割を分担して目的達成を図る 
行政【主体】＝（対等）＝市民【主体】 

県民協働 

 

高 

県
民 

の 

関 

わ 

り 

プログラムへ

の関わり方 
定義（県民と行政の関係） 県民参加レベル 

県民の参加・参画により、園内施設や植栽の

維持管理を実施する 

県民の参画により、エリアのソフトプログラム

の運営管理を実施する 

県民との協働により、エリアのソフトプログラム

の企画から運営管理までを実施する 

県民との協働により、公園整備の企画か

ら施設施工、運営管理までを実施する 

県民参加形態の内容 

 ★ 維持管理 

 ★ ソフト運営管理 

 ★ ソフト企画  

 ★ 施設づくり 

県民参加形態の区分 

■県民参加形態（県民参加のレベル）※ 
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※薄緑色の文字の運営プログラムは、博覧会継承プログラム例 

④エリア別ソフト展開 
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※薄緑色の文字の運営プログラムは、博覧会継承プログラム例 
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４．２ 施設計画 

   

これまでの検討内容を踏まえ、基本計画図・施設一覧として整理すると以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画施設一覧 

■基本計画図 


